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教えて！教えて！
作業療法

認知症支援について
大分県作業療法協会の認知症支援に関する取り組み

平成28年11月に（一社）日本作業療法士協会の呼びかけのもと、認知症作
業療法推進委員会が開催されました。これに伴い、各都道府県に認知症作業
療法推進委員が配置され、認知症対応における国、協会、都道府県の情報を密
に共有していくことを確認しました。

それから 1 年余りが経過した現在、各都道府県において、認知症アップデート研修と称した疾病理解と対
応力向上を目的とした研修会が開催されています。結果、各地で100名を超える参加者数の報告があり、大
分県でも延べ 258 名の専門職が研修に参加。認知症支援に対する高い関心を感じることができました。また、
行政や地域と連携した認知症予防などへの支援の参画については、各都道府県で試行錯誤しながらの実践が
なされており、その取り組みについても情報共有している状況です。

大分県作業療法協会では、率先して（公社）認知症の人と家族の会 大分県支部と連携した公開講座を開催
し、市民や認知症の人とその家族、行政、各職能団体が共通認識を持ち、繋がる機会としていきます。この機会
を第一歩として認知症支援が発展していくことを願います。

　　　　　
大分県作業療法協会　認知症作業療法推進委員会　委員長　甲斐 裕介

記憶力は 20 代をピークに衰え始めますが、さまざまな経験や体験は50歳頃まで伸び
続けると言われています。しかし、60歳頃になると記憶力に加え判断力・適応力などに
衰えが見られるようになります。物忘れが多くなるのもこの時期ですが、この物忘れは加
齢に伴う自然なもので、認知症の症状ではありません。

「加齢による物忘れ」と「認知症」の違い

●体験した出来事の一部を忘れる
●ものの名前を忘れることが多く、もの
　ごと自体はさほど忘れない
●人や場所、時間はほぼ正しく認識できる
●日常生活に大きな支障をきたさない
●自分が忘れていることには自覚がある

●体験した出来事の全てを忘れる
●ものの名前だけでなく、ものごと自
　体も忘れる
●人や場所、時間を正しく認識しにくく
　なる
●日常生活に大きな支障をきたすことが
　ある（電話の取り次ぎができないなど）
●自分が忘れていることの自覚がない

加齢による
物忘れ 認知症
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認知症の種類

認知症の予防

●記憶の障害が強い

●幻覚、とくに幻視がみられる
●転倒を繰り返す　　　 　　

●記憶が保たれている部分と、そうでな
　い部分がある（まだら認知）

●記憶は保たれるが、早い段階から性格
　の変化がみられる
●同じ時間に同じ行動をとってしまう

お好きな趣味活動や家事、洗濯、お買い物などを日頃から
することも認知症の予防につながりますよ！！

野菜・魚・肉などを
規則正しく食べましょう

積極的に運動をして
体を動かしましょう

文章を書く、本を読むなど
頭の体操をしましょう

家族や友人と関わり
交流を持ちましょう

十分な睡眠を
とりましょう

アルツハイマー型認知症

レビー小体型認知症

脳血管型認知症

前頭側頭型認知症
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あさ ひる ゆう ねる前

今回は「服薬管理」についてのコツをご紹介します。

薬が飲み込みにくい ❶錠剤は飲みにくい。  ❷苦い。  ❸むせてしまう。

薬が飲み込みにくい
場合の対応

◦飲み込みやすいお薬（液体・粉・錠剤の大きさや溶けやすさなど）
　に変更する。
　※主治医の先生に相談してみましょう。
◦ゼリーやオブラートを使って飲み込みやすいように工夫する。

薬を飲み忘れてしまう
❶複数お薬があって、いつ何を飲めばよいか分からない。
❷単純に飲み忘れてしまう。

まず薬が飲めない理由を考えてみましょう。

家族でもできる認知症支援　薬を飲むことに対して、以下のような工夫ができますよ。

認知症が進んできたからと言って、本人ができることまで介助してしまうと、できていた
ことさえできなくなる危険があります。

そうならないために…

飲んだ後の袋を入れておくと、
きちんと飲んだか確認できるよ

一週間分でも混乱する場合、一日分を管理してみては
どうでしょうか？お薬箱など簡単に手作りできます。

薬を飲み忘れてしまう
方への対応

◦薬を一包化※する。主治医の先生に相談してみましょう。
◦確認しやすいようにお薬カレンダー、服薬ボックスなどを使用する
◦アラームを使って飲む時間を確認したり、家族が薬を飲む時間に
　声掛けや電話連絡をする。

※一包化とは
服用時期が同じ薬や 1 回に何種類かの錠剤を服用
する場合などに、それらをまとめて 1 袋にするこ
とです。飲み間違いや錠剤の紛失がなくなります。
また、手が不自由で薬を取り出すことが難しいと
いう方に便利です。

夕 食後昼 食後

例
おくす

り

朝 食後
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地域生活を支える作業療法
－認知症編－
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杵築市立 山香病院

所　在　地：〒879-1307　大分県杵築市山香町大字野原1612番地1
　　　　　　 TEL 0977-75-1234　FAX 0977-75-0873
病　床　数： 一般病棟114床（うち地域包括ケア病棟36床）、
　　　　　　療養病棟24床　　計138床
診 療 科 目： 総合診療科、内科、外科胃腸科、小児科、泌尿器科、
　　　　　　整形外科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、放射線科、
　　　　　　リハビリテーション科、専門外来（消化器・肝臓内科、
　　　　　　循環器内科、呼吸器内科、糖尿病・内分泌内科、
　　　　　　神経内科、リウマチ・膠原病、禁煙、アレルギー）
対 象 疾 患：脳血管疾患、運動器疾患、呼吸器疾患、心大血管疾患
　　　　　　がん疾患
リハビリテーションスタッフ：
　　　　　　作業療法士（11名）、理学療法士（17名）、言語聴覚士（2名）
　　　　　　マッサージ師（1名）、リハビリ助手（1名）
附 帯 施 設：介護老人保健施設グリーンケアやまが（入所・通所リハビリ）、
　　　　　　訪問看護ステーション（居宅介護・訪問看護・ヘルパーステーション）、
　　　　　　健診センター、院内保育所たんぽぽ、病児保育所きつきっずケアルーム

施設紹介
当院は地域の中核病院として二次救急医療※１を担っています。作業療法士は病院、介護老人保健施設、訪問看護ステー

ションに配置されており病院からは訪問リハビリも提供しています。チーム医療のもと行政や市内の事業所と協働しながら
保健・医療・福祉の一体化に努めています。また、もの忘れ健診、出前講座、介護予防教室等の様々な健康増進事業、介護予防
事業に取り組んでいます。

　　

地域に向けた認知症に対する取り組み
高齢の入院患者さんには認知症を有す方が少なくありません。退院後の生活を見据えてリハビリを進め、ご家族を支

えるための介護環境の整備を行います。また、地域行事の中で認知症予防教室や啓発活動を行い、認知症予防、早期治療
への提案をしています。さらに、認知症初期集中支援事業※２を受託しており、医療機関やサービスを利用する方の支援を
しています。住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる町づくりに貢献していきます。

作業療法スタッフ

施設外観

施
設
紹
介

作
業
療
法
に
お
い
て
認
知
症
支
援
に
取
り
組
む
施
設

記事担当者／手嶋 誠一

出前講座：認知症予防など 認知症初期集中支援チーム員会議やまがふるさとまつり認知症啓発活動

※ 1：二次救急医療
入院治療や手術を必要とする重症患者に対応する救急医療。
　　　
※ 2：認知症初期集中支援事業
医師、看護師、保健師、作業療法士など複数の専門職が家族の訴えにより認知症が疑われる
人や認知症の人及びその家族を訪問し、アセスメント、家族支援などの初期の支援を包括的、
集中的（約 6ヶ月）に行い、自立生活のサポートを行う。

注釈
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施設外観

施設紹介
佐伯市社会福祉協議会は平成17年3月に１市8町村の社会福祉協議会が合併して設立され、地域福祉事業、介護保険事

業等を行っています。地域福祉事業では、生活困窮者や精神障がいを持つ方の相談、生活支援や住民主体の福祉活動の支
援を行っています。また、平成29年9月に発生した台風18号による佐伯市内の被害に対して災害ボランティアセンターの
運営も行いました。このように佐伯市社会福祉協議会は福祉活動や住民を主体とした活動に取り組んでいます。

　　

OT活動内容
平成26年より、社会福祉協議会関連の５つのデイサービスで総合事業に携わっています。利用者に対して運動機能向上、

認知症進行予防を目的とした運動指導等を行い、利用者の生活課題に対してご家族、介護職員、生活相談員、介護支援専門
員（ケアマネジャー）と一緒になって課題解決に取り組んでいます。自宅訪問では、買い物などに付き添う中で自立支援の
観点での助言や、自宅の環境改善のアドバイスも行っています。また、地域福祉課と連携し、地域で生活支援を行うボラン
ティアに対し、認知症予防講座なども行っています。

社会福祉法人 佐伯市社会福祉協議会
所　在　地：〒876-0823　大分県佐伯市7255番地13
　　　　　　　　　　 　　　 （佐伯市社会福祉センター内）
　　　　　　 TEL 0972-24-2956　FAX 0972-22-9031
リハビリテーションスタッフ：
 　　　　　　 作業療法士（2名）
関 連 施 設：  特別養護老人ホーム豊寿苑、佐伯支部、本匠支部、

鶴見支部、蒲江支部、上浦支部（デイサービス）、　
弥生支部（デイサービス）、宇目支部（デイサービス）、
直川支部（デイサービス）、米水津支部（デイサービス）

記事担当者／伊東 賢悟公園でピクニック そろそろ梅の収穫

カボスゼリー作り かんくろだんご作り

施
設
紹
介

作
業
療
法
に
お
い
て
認
知
症
支
援
に
取
り
組
む
施
設

一緒に働くスタッフ佐伯社協マスコットキャラクター　ひとしずくちゃん

認知症の方を
対象とする
作業風景
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フレッシュマンインタビュー
身体分野　人を笑顔にでき、安心させることができる仕事に就きたいと思っていました。

発達期分野　発達障害のある子どもやそのご家族を支援し続けたいです。

恵の聖母の家 吉田 知佳

明和記念病院 佐藤　司

Q1. 作業療法士を目指したきっかけ
　発達分野で作業療法士が活躍できることを知り、目指す
ようになりました。入学して勉強や臨床実習を通して、さ
らに作業療法士の魅力を強く感じるようになりました。

Q2. 10年後の自分へ
　発達障がいのある子どもやそのご家族を支援し続けたい
です。また、発達障がいに関わる作業療法士や発達障がい
に対しての認知度を高めるための人材になっていてほしい
です。

Q3. 学生時代の思い出
　国家試験勉強です。勉強は大変でしたが、クラス全員で
同じ目標に向かって走り続けることができたことは、とて
も印象に残っています。

Q4. 好きな言葉
　「あとで良かったと思うことは、たいていマイナスの面
であらわれる」
　自分が今まで経験してきたことを通して実感することが
多くあるからです。

Q1. 作業療法士を目指したきっかけ
　祖父の入院がきっかけでした。私が中学生の時です。
お見舞いに行った際にリハビリテーションを見学しました。
その時祖父が、「この先生のおかげでだんだん手が動きよ
んのよ」と笑顔で話してくれました。その光景を見て、私
も“人を笑顔にでき、安心させることができる仕事”に就き
たいと強く感じました。

Q2. 10年後の自分へ
　対象者だけではなくご家族の方にも安心していただける
作業療法士になりたいです。

Q3. 学生時代の思い出
　体育祭です。実行委員だった私は、周りの友人の協力や
先生方からのアドバイスもあり、何とか体育祭を成功させる
ことができました。計画通りにいかないことも多くありま
したが、チームで協力すれば乗り越えられると感じました。

Q4. 好きな言葉
　「常に笑顔」です。周りに安心感を与えることができ、
自分自身も常に楽しみながら取り組めるからです。

学生時代の写真

学生時代の写真

仕事風景

仕事風景

明和記念病院 外観

恵みの聖母の家 外観
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精神分野　対象者の方の望んでいる生活や地域生活への復帰の支援ができる作業療法士になりたいと思います。

身体分野　「挑戦」何事にも新しいことにチャレンジしたいです。

新別府病院 若杉 佳央

大分下郡病院 宮成 恭兵

今年の４月から作業療法士の第一歩を踏み出した、大分県内の「身体分野」、「発達期分野」、
「精神分野」で活躍されている4名のフレッシュマンに話を聞きました。

Q1. 作業療法士を目指したきっかけ
　小さいころから絵を描いたり、字を書いたり、手作業が好き
でした。そんな中、姉が作業療法士として働いている姿を間近
でみたことがきっかけで、私も自分の特技を活かしながら作業
を通して人と関わりたいと思い、作業療法士を目指しました。

Q2. 10年後の自分へ
　対象者一人ひとりの、その日の状態や表情の変化をみて
「どうしてだろう」、「なぜだろう」といった疑問を常にもつ
ことのできる作業療法士になりたいです。

Q3. 学生時代の思い出
　実習です。さまざまな分野の実習に行かせていただき対
象者一人ひとりの生活や人生に初めてじっくりと関わりま
した。そこで作業療法士としての責任ややりがいを感じる
ことができ、本当に思い出深いです。

Q4. 好きな言葉
　「挑戦」です。何事にも新しいことにチャレンジしていき
たいと思っています。

Q1. 作業療法士を目指したきっかけ
　部活動で怪我をしたときに、リハビリテーションの仕事を知
り、興味を持ちました。専門学校のオープンキャンパスに参加
し、作業療法士という職業に出会いました。作業療法は身体・
精神面にアプローチできるという点に魅力を感じました。

Q2. 10年後の自分へ
　精神科作業療法での集団活動を大切にしつつ、対象者の
方一人ひとりに対して個別でのリハビリテーションを提供し
ていきたいと考えています。その人の望んでいる生活や地域
生活への復帰を支援できる作業療法士になりたいです。

Q3. 学生時代の思い出
　授業の一環で行った登山です。山頂では班ごとに鍋料理
を調理して食べたことや、全員で目標を叫んだことが特に
印象に残っています。

Q4. 好きな言葉
　「やるしかない」です。この言葉は、専門学校のクラス
目標であった「やるしかねえ‼」からきています。専門学
校での経験を活かしつつ、これからの経験や出会いを大切
にし、作業療法士としての技能や考え方を向上させていき
たいと思っています。

学生時代の写真

学生時代の写真

仕事風景

仕事風景

下郡病院 外観

新別府病院 外観
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私は、大分市にある医療法人畏敬会に所属しています。畏敬会は井野辺病院を中心に医療分
野と介護分野で事業展開をしています。介護分野の一つに通所介護「デイサービス夢工房」が
あり、特徴的な活動として2010年から年一回「夢旅行」を行っています（夢旅行とはデイサー
ビス夢工房の利用者と職員による一泊旅行のことです）。
夢旅行を始めたきっかけは、理事長から「旅行をあきらめた利用者が多いので何とか叶えら
れないか」との一言でした。早速旅行の企画をはじめましたが、利用者から「人に迷惑かけるか
ら行きたくない」「歩けないので行けない」「不安が大きい」など消極的な意見が聞かれました。
しかし、若いころに行った旅行の思い出話を職員にするなど、気持ちが揺れ動いていました。
そこで、利用者と職員で不安に思っていることを一つひとつ解消していきました。結果、8回
利用者と一緒に旅行をすることができました（毎回25名前後の利用者が参加しています）。
夢旅行で驚いたことがあります。それは、お土産の量（ほとんどがお菓子）です。「お土産の
心配をするより自分自身が楽しめばよいのに」と私は思っていたので、「大量のお土産をどう
するのか」とある利用者に尋ねました。利用者から「お世話になった人や近所の人に配るの」
と言われました。お土産を買って、配って、土産話をし、人や社会とのつながりを持ちたかった
のではないでしょうか。あたりまえの行動ですが、何が大切なのかを教えていただいたような
気がします。
「できない」と感じるその先には夢があるからだと思います。夢に向かってチャレンジし続
けている「利用者」、その夢に一緒になってチャレンジする「職員」を誇りに思います。
今後も「あたりまえのことをあたりまえに」を忘れないよう歩んでいきたいと思います。

「夢旅行」を経験して

伝以心DEN心作業療法コラム

常務理事　 佐 藤  暁  （医療法人 畏敬会　井野辺病院）
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活動報告 2018年1月▶2018年6月

第21回大分県作業療法学会
日　時：平成30年1月21日（日）9:35～16:00
場　所：ホルトホール大分3階
　　　　大会議室・301・302・303会議室
テーマ：「再考」活動と参加を支える作業療法
特別講演：「社会が求めている作業療法士の役割」
　　　　　～生活行為向上の専門職として～
　　　　　講 師：谷川 真澄氏
　　　　　　　　（日本作業療法士協会MTDLP推進プロジェクト
　　　　　　　　 委員長/有限会社なるざ 代表取締役）
演題発表：MTDLP特別セッション3題、口述11題、ポスター9題
参加者： 190名

春日地区　双葉サロン
日　時：平成30年2月8日（木）10:30～11:30
場　所：中春日公民館
内　容：生活不活発について（主に認知症の講話）、
　　　　体力チェック、めじろん元気アップ体操
参加者：30名

発達支援に関する研修会
日　時：平成30年2月16日（金）19:00～21:00
場　所：大分県作業療法協会ビル 2階
内　容：①乳幼児精密検診事業における保健師の役割の紹介と
　　　　　発達支援事業において作業療法士に求めること
　　　　　講 師：田染 明美氏（豊後高田市役所　保健師）
　　　　②発達支援事業における困りごとのあるお子さんに
　　　　　関する評価や対応
　　　　　講 師：永松 謙一（博愛病院）
参加者：35名

障がい者スポーツ研修会
日　時：平成30年6月23日（土）14:00～17:00
場　所：社会福祉法人 太陽の家
内　容：①ボッチャ体験
　　　　　講 師：木谷 隆行氏（大分県ボッチャ協会）
　　　　②ツインバスケットボール体験
　　　　　講 師：松森 宏人氏（大分県車椅子バスケットボール連盟） 
　　　　③障がい者スポーツについて（講話）
　　　　　講 師：池部 純政氏（社会福祉法人 太陽の家　理学療法士）
参加者：29名

大分県リハ職等スキルアップ研修⑦
日　時：平成30年2月23日（金）19:00～21:00
場　所：コンパルホール　400会議室
内　容：模擬事例のグループディスカッション
　　　　事例提供者：村田 健太（湯布院病院）
　　　　　　　　　　郷司 実花（明野中央病院）
　　　　コーディネーター：佐藤 暁（常務理事/井野辺病院）
参加者：28名
 

大分県リハ職等スキルアップ研修⑧
日　時：平成30年3月11日（日）10:00～12:00
場　所：大分県消費生活・男女共同参画プラザ　アイネス
テーマ：「住民主体の通いの場について
　　　　～作業療法士がやるべきこと～」
講　師：安本 勝博氏（岡山県津山市こども保健部　健康増進課）
参加者：78名
 
大分県リハ職等スキルアップ研修⑨
日　時：平成30年3月28日（水）19:00～21:00
場　所：ホルトホール大分  201・202会議室
テーマ：「地域包括ケアシステムの深化～いまやるべきこと～」
講　師：佐藤 孝臣（副会長/株式会社ライフリー）
参加者：55名
 
認知症アップデート研修会（報告会）
日　時：平成30年1月28日（日）9:30～12:30
場　所：大分県消費生活・男女共同参画プラザ  アイネス
内　容：実践報告と質疑応答会
事例報告者：青坂 智恵美（サンテラスながとみ）
　　　　　　岩渕 恵美（湯布院病院）
　　　　　　菊地 由加里（大分記念病院）
　　　　　　篠原 美穂（杵築市立山香病院）
　　　　　　品矢 浩太（南海医療センター）
　　　　　　矢野 豊久（明和記念病院）
　　　　　　山﨑 翔太（明野中央病院）
参加者：53名
 
新卒者研修 
日　時：平成30年6月3日（日）10:00～16:00
場　所：大分県産業創造機構  ソフィアホール
内　容：当協会の歴史・組織
　　　　公益社団法人としての役割について
　　　　各部局、各支部の説明・紹介 
参加者：59名
 
現職者共通研修　生涯教育概論
日　時：平成30年6月19日（火）19:30～21:00
場　所：大分県作業療法協会ビル 2階
講　師：山﨑 翔太（明野中央病院）
参加者：35名
 
職場の安全管理研修会
～未然に防ぐインシデント～
日　時：平成30年6月10日（日）9:30～12:00
場　所：コンパルホール  305号室
講　師：日隈 武治（副会長/大分リハビリテーション専門学校）
参加者：12名
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●本誌に掲載している写真については、すべてご本人・施設の了承を得ています。

公益社団法人　大分県作業療法協会
〒870-0038 大分県大分市西春日町3-2 大分県作業療法協会ビル

TEL：097-547-8662  FAX：097-547-8663
http://www.oita-ot.com

リハビリテーションのことや、作業療法
のことで分からなかったり、お困りのこ
とがありましたら、右記までご連絡くだ
さい。
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